
表 １ ： Ｎ Ｔ Ｔ の 利 益 は 膨 大 ( 単 位 ： 円 )

年 度
東 経 常

利 益
持 株 会 社 の
内 部 留 保 金

株 主 配
当 / 1 株

2 0 0 0 　 1 4 1 億 不 明  5 , 0 0 0

2 0 0 1 　   7 5 億 8 2 , 8 1 3 億  5 , 0 0 0

2 0 0 2 　 6 3 3 億 7 4 , 2 3 1 億  5 , 0 0 0

2 0 0 3 　 9 7 8 億 7 4 , 5 6 1 億  5 , 0 0 0

2 0 0 4 　 9 7 6 億 8 1 , 1 9 1 億  6 , 0 0 0

2 0 0 5 　 8 4 2 億 8 4 , 1 5 5 億  6 , 0 0 0

2 0 0 6 　 9 0 3 億 8 6 , 9 8 8 億  8 , 0 0 0

2 0 0 7 　 6 7 4 億 8 8 , 3 5 2 億  9 , 0 0 0

2 0 0 8 　 6 5 3 億 9 5 , 9 2 5 億 1 1 , 0 0 0

2 0 0 9 　 7 1 7 億 9 7 , 3 4 3 億 1 2 , 0 0 0

増
収
増
益
で
も

厳
し
い
経
営
？

(

組
合)

東
日
本
の
第
２
四

半
期
は
収
入
も
利
益

も
増
。
年
度
末
決
算

予
想
も
同
様
に
増
収

増
益
。
株
主
配
当
は

10
年
間
で
２
倍
以
上
。

な
ぜ
特
別
手
当
（
ボ
ー

ナ
ス
）
の
増
額
が
で

き
な
い
の
か
。
社
員

に
還
元
し
な
い
の
か
。

(

会
社)

会
社
は
、
厳
し
い

状
況
の
な
か
で
も
、
し
っ
か
り

と
支
給
し
て
き
た
。
料
金
値
下

げ
も
予
想
さ
れ
予
断
を
許
さ
な

い
、
理
解
を
し
て
ほ
し
い
。

(

組
合)

料
金
値
下
げ
の
問
題
は
、
実

際
に
値
下
げ
し
た
結
果
で
判
断

す
れ
ば
い
い
こ
と
だ
。
半
期
ご

と
の
特
別
手
当
は
業
績
の
い
い

と
き
は
反
映
し
て
い
く
こ
と
が

一
般
的
で
は
な
い
の
か
。

(

会
社)

今
の
中
間
決
算
の
水
準
で
は
、

特
別
手
当
の
増
額
は
で
き
な
い
。

業
績
重
視
の
は
ず
が

好
業
績
は
反
映
さ
せ
ず

(

組
合)

東
日
本
の
利
益
（
経
常
利
益
）

は
、
２
０
０
０
年
が
141
億
円
で

特
別
手
当
は
年
間
約
６
か
月
。

２
０
０
２
年
か
ら
利
益
は
毎
年

４
倍
か
ら
７
倍
も
増
え
て
い
る
。

業
績
が
良
く
な
る
と
同
時
に
、

持
株
会
社
の
内
部
留
保
は
増
え
、

株
主
配
当
も
２
倍
以
上
に
な
っ

た
（
表
１
）
。
と
こ
ろ
が
、

賃
金
だ
け
が
ど
ん
ど
ん
下
が
っ

た
。
特
別
手
当
は
年
間
4.5
か
月

程
度
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
下
が
る

の
か
。

（
会
社)

時
々
の
経
営
条
件
に
見
合
っ

た
手
当
の
水
準
で
支
給
し
て
い

る
。

(

組
合)

利
益
は
う
ん
と
上
が
っ
た
が
、

ボ
ー
ナ
ス
や
賃
金
は
低
く
て
当

然
と
い
う
こ
と
か
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は

業
績
重
視
で
は
、
な
い
の
か
。

（
会
社)

業
績
だ
け
を
重
視
し
て
い
る

の
で
は
な
い
。
会
社
と
し
て
は
、

単
年
度
の
利
益
の
上
が
り
下
が

り
な
ど
で
特
別
手
当
を
上
げ
下

げ
す
る
の
で
は
な
く
、
安
定
し

た
処
遇
を
守
っ
て
き
た
。

半
期
の
増
収
増
益
の
決
算
の

み
で
は
、
年
間
決
め
た
水
準
を

見
直
す
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な

い
。
来
年
、
再
来
年
に
い
い
話

が
で
き
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
料

金
値
下
げ
の
話
も
あ
る
。

(

組
合)

単
年
度
で
は
な
く
過
去
10
年

間
の
実
績
を
も
と
に
聞
い
て
い

る
、
全
く
理
解
で
き
な
い
。
再

度
議
論
し
て
い
き
た
い
。

No.36 Ｎ関労東 2011.1

東日本ＮＴＴ関連合同労働組合

東京都千代田区岩本町2-17-4 ＮＳ２０ビル1階 労働運動センター
TEL（03）5820-2070 FAX（03）5820-2080

E-mail info@n-kanrou.com http://www.n-kanrou.com

■Ｎ関労に加入し、生活と権利を守ろう！ あなたの加入をお待ちしています。 ℡03-6806-0255 E-mail：info@n-kanrou.com

■発行責任者：斎藤 隆靖 ■編集責任者：田原 博

あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか

□突然解雇を告げられた

■残業代がもらえない

□セクハラを受けた

■パワハラを受けた

□有給休暇がもらえない

■労働時間が延長された

□雇用選択で悩んでいる

他

秘密厳守
労働相談ほっとライン

03-6806-0255

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｎ
関
労
は
こ
こ
数
年
、
保
坂
さ
ん

(

Ｎ
関
労
組
合
員)

を
自
宅
近
く
に
転
勤

さ
せ
る
闘
い
を
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
保
坂
さ
ん
の
妻
は
脊
髄
小
脳
変

性
症(

身
体
の
運
動
機
能
が
徐
々
に
衰

退
し
て
い
く)

と
い
う
難
病
で
、
彼
の

介
護
が
絶
対
に
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
介
護
の
時
間
が
多
く
取
れ

る
よ
う
自
宅
近
く
の
職
場
に
転
勤
さ
せ

る
闘
い
を
続
け
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
と
の
団
体
交
渉
・
毎
月
の
横
浜
支

店
前
の
チ
ラ
シ
ま
き
宣
伝
行
動
や
各
職

場
で
の
チ
ラ
シ
ま
き
・
厚
生
労
働
省
へ

の
署
名
提
出
と
要
請
・
他
労
組
、
民
主

団
体
と
の
共
闘
・
テ
レ
ビ
に
出
演
し
て

介
護
の
実
態
を
訴
え
る
、
な
ど
を
通
じ

て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
在
宅
勤
務(

週
２

日
ま
で)

は
認
め
た
が
、
転
勤
に
対
し

て
は
頑
と
し
て
拒
否
を
続
け
て
い
ま
す
。

Ｎ
関
労
は
一
人
の
労
働
条
件
向
上
に

も
、
あ
き
ら
め
な
い
で
闘
い
を
続
け
ま

す
。
そ
し
て
、

11
春
闘
を
皆
さ
ん
の
要

求
を
集
約
し
た
た
か
い
ま
す
。
ご
支
援

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

あ
き
ら
め
な
い
で
闘
お
う

執
行
委
員
長

斎
藤

隆
靖

な
ぜ
、

賃
金
だ
け
が
下
が
る
の
か

利
益
は
８
年
連
続
４
倍
～
７
倍

2000年度比

私
た
ち
は
、
昨
年
冬
の
ボ
ー
ナ
ス
で

10
万
円
増
額
要
求
を
し
ま
し

た
。
そ
の
理
由
は
、
２
０
０
０
年
当
時
の
東
日
本
の
利
益
は
141
億
円

で
ボ
ー
ナ
ス
等
は
年
間
約
６
か
月
。
そ
の
後
、
利
益
は
８
年
連
続
４

～
７
倍
も
増
え
て
い
る
の
に
ボ
ー
ナ
ス
は
年
間
約
4.5
か
月
と
低
迷
し

て
い
る
か
ら
で
す
（
表
１
）
。
以
下
、
組
合
の
追
及
に
対
し
、
苦
し

紛
れ
の
回
答
に
終
始
し
た
東
日
本
本
社
交
渉
の
内
容
を
お
伝
え
し
ま
す
。

12
・18

全
労
協
春
闘
討
論
集
会

・「社員用」と「パート・派遣・契約社員用」があります。
・このアンケートをもとに、11春闘賃金要求・職場要求に反映

させていきます。皆様のご協力をお願い致します。
・記入した春闘アンケートは、お近くのＮ関労組合員にお渡し

くださるか、ＦＡＸ（03）5820-2080 でお送り下さい。



表2：土休日勤務時間パターン
グループ 週 日 月 火 水 木 金 土 勤務時間

1 休 45時間

2 休 休 休 30時間

3 休 45時間

4 休 休 休 30時間

1 休 休 休 30時間

2 休 45時間

3 休 休 休 30時間

4 休 45時間

　休：週休日

Ａ

Ｂ

10
年
９
月
、
茨
城
県
の
地

域
会
社
・
土
浦
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
営
業
担
当
（
エ
リ
ア
営
業
）

に

12
月
よ
り
土
休
日
出
勤
の

交
替
勤
務
を
導
入
す
る
と
い

う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

「
コ
ン
タ
ク
ト
率
を
高
め

る
」
と
い
う
の
が
理
由
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
も
同
じ
理
由

で
シ
フ
ト
勤
務
や
勤
務
変
更

に
よ
る
土
休
日
出
勤
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
確
か
に
土
休

日
出
勤
で
コ
ン
タ
ク
ト
率
は

少
し
上
が
り
ま
し
た
が
、
受

注
は
２
か
月
で
１
件
程
度
で

す
。12

月
に
出
さ
れ
た
線
表
は

（
表
２
）
、
Ａ
班
と
Ｂ
班
の

２
班
体
制
で
土
日
の
連
続
休

日
は
全
く
な
く
、
祝
日
は
全

員
出
勤
、
祝
日
の
代
休
は
会

社
指
定
で
す
。

４
週
間
の
う
ち
連
続
休
日

は
２
回
、
そ
れ
以
外
は
単
独

休
日
、
１
月
の
Ａ
班
の
勤
務

パ
タ
ー
ン
は
連
続
休
日
は
１

回
だ
け
で
あ
と
は
単
独
休
日

で
す
。

上
長
は
、
原
則
土
休
日
は

出
勤
し
ま
せ
ん
。
エ
リ
ア
営

業
以
外
の
棟
担
当
と
サ
ポ
ー

ト
担
当
も
定
型
勤
務
で
す
。

土
休
日
は
エ
リ
ア
営
業
の
社

員
だ
け
が
出
勤
し
営
業
で
歩

く
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
や
意
思

疎
通
が
心
配
で
す
。
同
じ
課

内
で
勤
務
形
態
で

差
別
さ
れ
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
は
全
く
あ

が
り
ま
せ
ん
。

Ｎ
関
労
茨
城
支

部
は
「
労
働
条
件

の
変
更
」
と
の
認

識
か
ら
団
体
交
渉

を
２
回
行
い
、
会

社
説
明
を
求
め
て

き
ま
し
た
。

最
終
的
に
は

12

月
１
日
導
入
の
提

案
が
今
年
１
月
４

日
か
ら
に
な
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
不
明
な
点
が
た

く
さ
ん
あ
り
説
明
を
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
不
定
形
勤
務
で
不

安
で
す
が
、
連
帯
を
強
め
差

別
に
負
け
ず
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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郵
便
不
祥
事
に
絡
む

証
拠
改
ざ
ん
・
隠
蔽
事

件
で
主
任
検
事
や
そ
の

上
司
が
起
訴
さ
れ
、
検

事
総
長
が
引
責
辞
任
す

る
と
い
う
事
件
が
昨
年

は
大
き
な
話
題
に
な
り

ま
し
た
が
、
本
作
は
監

督
自
身
が
「
日
本
の
裁

判
の
現
状
を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
映
画

に
し
な
け
れ
ば
と
い
う
使
命
感
が
先

に
立
っ
た
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
に

痴
漢
冤
罪
を
軸
に
〝
日
本
の
裁
判
〟

の
現
状
が
描
か
れ
ま
す
。

法
廷
で
の
や
り
取
り
は
勿
論
の
こ

と
、
警
察
署
や
検
察
庁
で
の
取
り
調

べ
、
留
置
場
で
の
生
活
、
弁
護
士
と

の
接
見
、
無
実
の
証
拠
固
め
、
裁
判

中
の
裁
判
官
交
代
な
ど
が
淡
々
と
描

か
れ
、
国
家
権
力
の
行
う
裁
判
な
ん

て
こ
ん
な
も
の
だ
ろ
う
と
た
か
を
括
っ

て
観
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
官
僚
シ

ス
テ
ム
に
怒
り
を
覚
え
ま
す
。

痴
漢
な
ど
と
い
う
国
家
に
楯
突
く

よ

う
な
犯
罪
で
は
な

く
て
も

国
家

（
検
察
）
が
起
訴
し
た
事
案
は
、
よ

ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
無
罪
に
は

な
り
得
ま
せ
ん
。

日
本
の
刑
事
裁
判
は
１
千
件
の
う

ち
９
９
９
件
は
有
罪
。
〝
疑
わ
し
き

は
罰
せ
ず
〟
が
原
則
で
す
が
実
際
は

ど
う
も
違
う
ら
し
い
。

「
シ
ロ
か
も
知
れ
ね
え
と
思
っ
た

ら
落
ち
ね
え
ぞ
」
と
自
白
を
迫
る
刑

事
。
無
実
で
も
罪
を
認
め
て
示
談
に

持
ち
込
む
よ
う
進
め
る
当
番
弁
護
士

の
「
現
実
を
伝
え
な
い
で
、
被
告
に

た
た
か
え
と
言
う
の
は
無
責
任
で
し
ょ

う
」
と
言
う
台
詞
が
ズ
シ
リ
と
腹
に

こ
た
え
ま
す
。

映画紹介 ⑱

そ
れ
で
も
ボ
ク
は
や
っ
て
な
い

07
年

日
本

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
可

２
か
月
で
受
注
実
績
は
１
件
し
か
な
い
の
に

茨
城
OS
会
社
、
土
休
日
出
勤
の
導
入
決
め
る

土浦コンシューマ営業担当（エリア営
業）の服務線表の見直し（要旨）

2010年度下期は、獲得してきた棟へフ

レッツ光の普及率アップに向け、従来の

ポスティング主体の営業活動から、お客

層・契約状況・入退状況等を物件ごとに

把握し、部屋別の訴求ポイントを捉えた

効果的対面営業へシフトしていく。

マイ・マンション化活動（10戸～29戸

の物件を対象）を精力的に展開していく

ため、お客様とのコンタク機会が高い

「土曜・日曜のシフト勤務」を導入し、

より円滑な営業活動を実施することとし

たい。

１
、
「
土
日
祝
日
勤
務
」
の
２
か

月
で
受
注
実
績
が
１
件
と
い
う
状

況
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な
検
証

と
経
営
戦
略
に
基
づ
き
「
服
務
線

表
の
見
直
し
」
を
導
入
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
説
明
を
求
め
る
。

２
、

組

合
は
基

本
的
に

今
回
の

「
服
務
線
表
の
見
直
し
」
が
必
要

と
は
判
断
し
が
た
い
と
い
う
認
識

だ
が
、
仮
に
検
証
と
経
営
戦
略
に

対
す
る
会
社
説
明
に
よ
っ
て
「
服

務
線
表
の
見
直
し
」
の
必
要
性
に

対
し
て
納
得
で
き
た
と
し
て
も
以

下
の
点
に
つ
い
て
要
求
す
る
。

３
、
「
祝
日
は
全
員
出
勤
と
す
る
」

と
の
会
社
説
明
で
あ
っ
た
が
『
国

民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
』
で
は
、

祝
日
は
「
国
民
が
こ
ぞ
っ
て
祝
う

日
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
休

日
」
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
法
律
に
基
づ
き
祝
日
は
原

則
、
全
員
祝
日
休
と
す
る
こ
と
。

４
、
こ
れ
ま
で
の
労
資
確
認
等
の

経
過
か
ら
、
仮
に
祝
日
を
勤
務
扱

い
と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
祝
日

勤
務
該
当
者
が
休
暇
の
必
要
が
出

た
場
合
は
年
次
有
給
休
暇
で
は
な

く
祝
日
扱
い
と
す
る
こ
と
。

５
、
祝
日
勤
務
者
の
休
日
変
更
に

よ
る
代
替
休
暇
は
会
社
指
定
日
で

は
な
く
祝
日
勤
務
者
の
希
望
日
と

す
る
こ
と
。

６
、

会

社
資
料

で
は
、

週

休
は

「
金
土
」
な
い
し
「
日
月
」
で
設

定
し
て
あ
り
「
土
日
」
の
連
続
週

休
が
な
い
（
表
２
）
。
よ
っ
て
４

週
の
内
で
最
低
で
も
２
回
は
「
土

日
」
連
続
の
週
休
と
す
る
こ
と
。

７
、
４
週
の
内
、
連
続
休
暇
が
２

回
、
単
独
休
暇
が
４
回
と
な
っ
て

い
る
。
「
単
独
休
暇
で
は
、
ゆ
っ

く
り
で
き
な
い
」
と
の
声
が
職
場

か
ら
多
く
出
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
休
暇
の
設
定
は
連
続
休
暇
を
基

本
と
す
る
こ
と
。

土休日出勤導入に関するＮ関労茨城支部の要求書（要旨）

・実績を踏まえた経営戦略の説明をすること。

・働く人の意見等を尊重して線表を組むこと。


